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平成 22 年度 平成 23 年度 

 

誤答と無解答 割合（％） 1 三，三 17.7 2 四，四 14.2 3 二，二  4.6 4 上記以外の解答  5.7 5 無解答  1.6 
 

文章全体を読み，要旨を捉えることができていない。 

 また，文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見

などを読み分けることができていない。【36.5％】 

誤答誤答誤答誤答１１１１・・・・２２２２・・・・３３３３    

年度 通過率（％） 平成 23 年度 56.2 平成 22 年度 49.9  
＜昨年度との比較＞  

○ 既習の教材等を利用して，段落相互の関係には，どのような関係がある

のかを押さえましょう。 

○ 段落相互の関係を図や表にして，矢印などの記号を使って段落の対応関

係を整理させましょう。 
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平成22年度に新しく出題した問題であったが，平均通過率が49.9%と低かった。平成23年度は，56.2％と上昇したものの，依然として60％を下回っている。 これまでの誤答の状況をみると，文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などを読み分けて段落相互の関係を捉えることができていない。 

○ 教科書教材以外の説明文を取り上げ，筆者の主張が書かれている

段落，主張の根拠となる段落などを捉えさせましょう。 
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○ 「クジラ新聞を作る」という単元単元単元単元をををを貫貫貫貫くくくく言語活動言語活動言語活動言語活動を位置付ける。 

○ 読み取ったことを新聞に再構成する活動により，必然性必然性必然性必然性のあるのあるのあるのある

要約場面要約場面要約場面要約場面を設定し，文章全文章全文章全文章全体体体体のののの構成構成構成構成をををを捉捉捉捉えさせるえさせるえさせるえさせる。 

ポイントポイントポイントポイント    

見 出 し 小見出し 

○  見出しを付けさせることで，必然的に全文全文全文全文をををを通読通読通読通読してしてしてして筆者筆者筆者筆者のののの主張主張主張主張をををを読読読読みみみみ取取取取るるるることができます。 ○ 「小見出し」「リード文」「本文」などで整理させることで，目的目的目的目的にににに応応応応じたじたじたじた分量分量分量分量でででで文章文章文章文章をををを要約要約要約要約するするするすることができます。 

ワークシート 

クジラ新聞 問問問問いいいいに対する答答答答ええええをワークシートで要約し，段落相互の関係を捉えさせます。     新聞にまとめることで文章全体の構成を捉えさせます。 問問問問いいいいを小見出しにする。 

２２２２つのつのつのつの音音音音を対比して確認し，記事にする。 

筆者筆者筆者筆者のののの主張主張主張主張を見出しにする。 

答答答答ええええを本文にする。 
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平成 22 年度 平成 23 年度 
 

主な誤答と 無解答 割合 （％） エ 17.1 イ 13.8 ア 11.4 無解答  0.7 
 

総画数を捉える問題 行書の特徴を捉える問題 年度 通過率（％） 年度  通過率（％） ― ― 平成 23 年度 56.9 ― ― 平成 22 年度 54.2 平成 20 年度 79.5 平成 21 年度 69.8 平成 16 年度 83.0 平成 19 年度 64.4 平成 15 年度 67.0 平成 18 年度 63.6 平成 14 年度 80.6 平成 17 年度 47.8 上記年度の 通過率の平均 77.5 上記年度の 通過率の平均 59.5 

＜経年比較＞  

○  出来上がった行書の字形を覚えさせるだけではなく，点画が連続する過程など，楷書か

らどのように行書に変化するかを明確にして行書の特徴（点や画の方向及び止めや払いの

形の変化，点や画の連続・省略，筆順の変化等）を捉えさせ，その合理性や効率性を理解

させましょう。 
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アアアア            イイイイ                ウウウウ            エエエエ    
清清 清清 

 平成14～22年度の調査結果によると，問題の傾向によって通過率が違い，行書の基礎的な知識の定着が不十分である。 平成23年度は，昨年度に比べると通過率が上昇したものの，依然として行書の特徴を捉えることに課題がある。 

○ 漢字の指導や「書くこと」の領域における言語活動の際などに，書写で学んだ行書の特

徴を踏まえさせて文字を書かせましょう。 

また，日常生活でよく書く言葉（氏名，住所，手紙で用いられる時候のあいさつなど）

を練習させ，様々な機会を捉えて書かせましょう。  

 点や画の連続・

省略・筆順の変化

等といった行書の

特徴を捉えること

ができない。   

【42.3％】 

誤答誤答誤答誤答エエエエ・・・・イイイイ・・・・アアアア    



- 67 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ポイントポイントポイントポイント    硬筆で行書行書行書行書のののの特徴特徴特徴特徴

をををを確認確認確認確認させる。 

毛筆で行書の文字を書いた後，同じ文字を硬筆で書かせる指導もしています。 

毛筆を硬筆に生かす。 

     

硬筆で，楷書との違いを意識させましょう！ 
（例）第２学年 ２時間目／全４時間 （生徒は１時間目に，行書の基礎について確認し，最初の作品を書いています。） （本時の目標）行書の特徴と運筆の重要性を理解し，運筆を意識して書くことができる。  ○ 最初の作品と手本を比較する。→課題となる部分をカードに記入させる。 ○ ペア，グループで「課題のどこをどのように改善したいか」を説明させる中で，運筆（筆順の変化や点画の省略・連続等に伴う筆の運び）を意識することの重要性に気付かせる。 ○ 運筆についての課題を意識しながら，部分練習をさせる。 ○ 今日のまとめの１枚を書かせる。     ↓ ○ 最初の作品と比較し，自己評価させる。 ○ 班内で交流し，最も改善が見られた作品を全体に紹介 させる。   

自分で課題を設定することで，生徒自身が行書の特徴に気付き，どのようにすればこれらの特徴を生かして「読みやすく早く」文字が書けるのかを考えるようになります。  

課題解決型課題解決型課題解決型課題解決型の書写指導をする。 ポイントポイントポイントポイント    

ポイントポイントポイントポイント    

その他に，機会を捉えて，行書を使って文字を書かせる指導を行っています。 

 

 




